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平成17年3月期
Change&Structure
変革・構築の年

平成18年3月期
Structure&Progress
 構築・前進の年

平成19年3月期
Progress
前進の年

【数値目標】】 平成】平 19年3月期

 連結売上高 1,200億円
 連結経常利益 160億円
 連結経常利益率利益  13%
  連結総連結総資 益率本利益率 16%

各事業の位置付け 事業の方向性

・ファンケル化粧品は主力製品を
 明確にし、機能性を重視した
 製品開発を進める

・主力製品を明確化するとともに
 多品種の品揃えを整理
・研究開発力を基盤として独自素材を
 ベースにした高付加価値製品を投入

・品質面の優位性を確保し、売上の
 拡大と流通の効率化により収益性の
 改善を図り、黒字化を目指す

販売チャネル

・それぞれの事業に適した・それぞれの事業に適した・
販売チャネルの強化

・積極的な店舗出店・積極的な店舗出店・
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化粧品関連事業

栄 養 補 助 食 品
関 連 事 業

発 芽 玄 米 事 業

青　汁　事　業

1

取締役会長　

池 森 賢 二
代表取締役社長執行役員

藤 原 謙 次

Challenge Plan）」をスタートしております。
初年度を「変革・構築の年」と位置付け、平
成１６年５月に営業力の強化、顧客政策の
強化、広告宣伝・情報誌制作の強化を目的
とした組織変更を実施いたしました。さらに
１０月の組織変更では、新たにマーケティン
グ本部を設け、メーカー機能と販売機能の
より一層の連携強化に取り組んでおります。
また医療・医薬機関向けの卸販売を目的と
した第四営業本部を設け、さらなる営業力
強化を図ってまいります。
店舗については、当中間期には出店１０
店舗、閉店１店舗、業態変更９店舗、既存

店改装２７店舗を行い、１５１店舗を展開して
まいりました。また、昨年より実施している
スーパーバイザー制度や店舗スタッフのカウ
ンセリング販売強化により、店舗オペレー
ションの体制の確立を推進いたしました。
今後は、店舗網の拡大と接客カウンセリング
の強化で、安定的な成長基盤を確保してま
いります。
ファンケルグループは、中期経営計画を
軸として変革と挑戦に取り組み、新たな成
長を目指してまいります。株主のみなさまに
おかれましては、今後とも倍旧のご支援を
賜りますようお願い申し上げます。

株主のみなさまには平素より格別のご支
援ならびにご高配を賜り、厚くお礼申し上げ
ます。当中間期（平成１６年４月～平成１６年
９月）のファンケルグループ連結決算につ
いて概要をご説明申し上げます。

当中間期の連結業績について
化粧品関連事業では、ファンケル化粧品

の主力スキンケアブランド「フェナティ」の
リニューアルを平成１６年９月に行いました
が、リニューアル前の買い控えもあり、前年
同期を上回ることができませんでした。しか
しながら、「マイルドクレンジングオイル」の
リニューアル効果、またアテニア化粧品が
過去最高の顧客数となるなど好調に推移し
た結果、全体では増収となりました。
栄養補助食品関連事業（旧健康食品関連

事業）では、ファンケル独自の新成分｢ツイ
ントース｣配合のミネラルやコエンザイムQ10
などビタミンの売上が増加したこと、また
店舗販売が好調だったことにより、増収と
なりました。
その他事業においては、青汁事業や肌着・
雑貨の販売が堅調に推移したものの、発芽
玄米事業やいいもの王国通販事業（旧NGC
通販事業）が振るわず、減収となりました。
以上の結果、当中間期の売上高は４２,２４５

百万円（前年同期比２.５％増）、経常利益は
１,４９０百万円（前年同期比７１.１％減）、中間
純利益は１４８百万円（前年同期比９３.３％減）
となりました。

中期経営計画 初年度の取り組みについて
ファンケルグループは新たな成長を目指
して、当期（平成１７年３月期）より「中期
三ヶ年経営計画（FANCL Change  &平成16年 

9月期 
平成16年 
3月期 

平成15年 
3月期 

（百万円） 通　期 
中間期 
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経常利益

当中間期 対前中間期
（百万円） （％）

売上高 42,245 2.5
化 粧 品 関 連 事 業 17,852 5.3
栄養補助食品関連事業

14,850 4.4（旧健康食品関連事業）
そ の 他 事 業 9,543 △4.7

経常利益 1,490 △71.1
中間純利益 148 △93.3
１株当たり中間純利益（円） 7.00 △93.0
総資産 76,796 △3.2
株主資本 65,185 △2.4

売上高

成長性と収益力の回復を目指し、
①各事業の位置付けと方向性の明確化
②製品と販売チャネルの最適化
を図ってまいります。

株主のみなさまへ

FANCL Change & Challenge Plan
中期三ヶ年経営計画

「もう一度成長を取り戻すプラン」
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平成16年 
9月期 

平成16年 
3月期 

平成15年 
3月期 

通信販売 
61.9％ 

その他　7.6％ 

店舗販売 
30.5％ 

（単位：百万円） 通　期 
中間期 

売 上 高 

事業別 
売上高構成比 

販売チャネル別 
売上高構成比 

18,509

37,155

16,954

34,925

17,852

42.3％ 

化粧品関連事業
究極のクレンジングオイル

「マイルドクレンジングオイル」リニューアル
大人気定番商品「マイルドクレンジングオイル」をナノテクノロジーを駆使した画期的
なクレンジングシステムによりさらに進化させ、リニューアル新発売いたしました。発
売に伴い、より多くの方に新しい「マイルドクレンジングオイル」の品質、使いやすさ
を実感していただくためのキャンペーンを、札幌・新宿・名古屋・大阪・福岡の５都市
のイベントスペースおよび銀座ファンケ
ルスクエアで開催し、街頭サンプリン
グを行いました。

やさしさはそのままに

「フェナティ」シリーズがリニューアル
安心の無添加はそのままに、新しいうるおい機能をプラスして、「フェ
ナティ」シリーズが新しくなりました。当社の調査で、肌質を問わず約
９割の女性に肌の不調の原因になる“隠れ乾燥”が潜んでいること
が分かりました。新「フェナティ」は、今までの肌の水分を保持するバ
リア機能の強化に加えて、うるおい成分（ラフィノース）を配合。肌表
面だけでなく、角層奥深くの部分的な乾燥である「隠れ乾燥」に直接
にアプローチし、キメふっくらの「うるおい美肌」を実感できます。

アテニア15周年の総力の結晶

「ナイトホワイトCC」新発売
肌の生体リズムを研究し続けてきたアテニアは、夜の美白リズムに着目し、夜用集
中薬用美白美容液「ナイトホワイトCC」を発売いたしました。純度が高く、肌になじ
みやすい厳選された「高精製海洋コラーゲン」を５０％という高濃度で配合。さらに
最先端技術と贅沢な美容成分を惜しみなく投入しながらもお求めやすい価格を実
現。まさに「高品質・低価格」というアテニアの企業理念を凝縮させた新製品です。

Close Up

化粧品関連事業の売上高は、１７,８５２百
万円（前年同期比５.３％増）となりました。
そのうち、ファンケル化粧品は１３,１４８百
万円（前年同期比３.２％増）、アテニア化
粧品は４,５７１百万円（前年同期比１５.２％
増）となりました。

販売チャネル別では、通信販売の売上
高は１１,０５９百万円（前年同期比４.８％増）
となりました。ファンケル化粧品は、平成
１６年８月に「マイルドクレンジングオ
イル」、９月に主力スキンケアシリーズ
「フェナティ」のリニューアルを行いました。
｢フェナティ｣の売上はリニューアル前の
買い控えもあって前年同期を上回ること
ができず、他のスキンケアシリーズも減少
に歯止めがかかりませんでした。しかし、
｢マイルドクレンジングオイル｣の売上は

リニューアル効果により増加し、メーク製
品や夏限定製品も堅調に推移したことに
より、ファンケル化粧品の売上高はほぼ
前年同期並みの６,８０５百万円（前年同期
比０.２％減）となりました。一方、アテニア
化粧品は、効果的な広告宣伝活動と販
売促進活動により顧客数は中間期末時
点で過去最高の４１万人となり、売上高
は４,２５１百万円（前年同期比１３.９％増）
となりました。
店舗販売は、店舗スタッフの教育強化や
オペレーションの見直し、店舗改装などに
より既存店の売上高が増加に転じ、売上
高は５,４３８百万円（前年同期比３.５％増）
となりました。
その他の販売チャネルは、香港を中心と
した海外向けが増加し、売上高は１,３５３百
万円（前年同期比１８.５％増）となりました。

アテニア化粧品

リニューアル 3つの進化ポイント
1. ファンケル独自のクレンジングシステムに
よる抜群のクレンジング力

2. 徹底した肌へのやさしさ
3. 濡れた手でも使える

4つのリニューアルポイントと特長
1. 化粧液・乳液に新しいうるおい機能を追加　
2.「セルマイドエッセンス」にターンオーバーを高める機能を追加
3. しっとりタイプの乳液を新発売　
4. 全アイテムのパッケージデザインを一新



栄養補助食品関連事業（旧健康食品関連事業）
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平成16年 
9月期 

平成16年 
3月期 

平成15年 
3月期 

通信販売 
53.1％ 店舗販売 

22.9％ 

その他 
24.0％ 

（単位：百万円） 通　期 
中間期 

売 上 高 

事業別 
売上高構成比 

販売チャネル別 
売上高構成比 

14,217

29,210

14,230

29,655

14,850

35.1％ 

栄養補助食品関連事業の売上高は、
１４,８５０百万円(前年同期比４.４％増)と
なりました。

北海道大学、日本甜菜製糖株式会社と共
同開発した新成分｢ツイントース｣を配合し
たミネラル４品目を平成１６年４月、５月に
改良発売しました。
通信販売は、顧客数が回復せず、売上高
は７,８８９百万円（前年同期比０.２％減）と
なりました。製品別では、ツイントース配合
のミネラルやコエンザイムQ10などビタミン
の売上が増加しました。コエンザイムQ10
は値下げ効果や健康情報TV番組で取り
上げられたことにより記録的な売上を上げ

ることができました。しかし、サポートシリー
ズやダイエット関連製品の売上減少をカ
バーするには至りませんでした。
店舗販売は、化粧品販売が中心のファン
ケルハウスでの販売が好調だったことお
よびファンケルハウスに比べ栄養補助食
品の売上が多いファンケルハウスJ（旧ファ
ンケルスタイル）の出店を行った結果、売
上高は３,４０３百万円（前年同期比１９.９％
増）となりました。
その他の販売チャネルでは、コンビニエ
ンスストア向け販売は伸び悩んでおります
が、香港を中心とした海外向けが増加し
たことにより、売上高は３,５５７百万円（前
年同期比２.０％増）となりました。

日本人の慢性的なミネラル不足が深刻化するなか、当社
はツイントースの働きに注目し、平成１３年１１月より国から
の研究助成金を受け、北海道大学、日本甜菜製糖株式
会社との産官学の共同研究プロジェクトとして研究に
着手。ヒトにおけるミネラル吸収促進作用やそれに伴う骨
形成促進作用などの機能性を発見するとともに、世界初
の大量生産技術を確立し、製品化いたしました。新成分
ツイントースは、爽やかな甘さ、加工特性の良さから、今
後はさまざまな食品への応用が期待されています。ツイ
ントースのさらなる機能解明に向けた研究は、これからも
続けてまいります。

カルシウムに代表されるミネ
ラルの吸収を助ける新機能成
分。ミネラルが体内で吸収さ
れる際の入り口「タイトジャ
ンクション」に新発想でアプ
ローチ。ミネラル吸収に革命
をおこすためファンケルが初
めて製品化に成功した、独自
の新成分です。

リニューアル新発売

Close Up

10種類のミネラルを
バランスよく

不足しがちな鉄を
効率よく補給

パワー不足や美容が
気になる方に

カルシウム不足が
気になる方に

新たにL-カルニチン・コエンザイムQ10・
ビタミンB1を配合して、さらに燃えやすく、
さらに引き締まったボディに！

現代人に不足しがちな
8種の栄養素が5粒で摂れる

8種の基本栄養素と男性に人気の
ウコン・DHAを1パックに

8種の基本栄養素と女性にうれしい
HTCコラーゲン・鉄を1パックに

コエンザイムQ10など注目の成分に加え、
ツイントースもプラスして機能性アップ

「グッドチョイス」

ダイエット機能アップ

「パーフェクトスリム
ドリンクEX」

ツイントースの特徴

・カルシウム吸収率　約1.4倍にUP
・吸収後体内保留率　約6倍にUP
・骨の形成を促進
・虫歯になりにくい

ファンケル独自の新機能成分

ツイントース配合のミネラルサプリメントシリーズ

産 

官 学 
「ツイントース」は 
株式会社ファンケルの 
登録商標です 
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平成16年 
9月期 

平成16年 
3月期 

平成15年 
3月期 

発芽玄米 
事業 
27.5％ 

いいもの王国 
通販事業 
35.2％ 

青汁事業 
17.3％ 

その他の事業 
20.0％ （単位：百万円） 通　期 

中間期 

売 上 高 

事業別 
売上高構成比 

セグメント内 
売上高構成比 

10,811

23,659

10,013

20,375

9,54322.6％ 

その他事業の売上高は９,５４３百万円（前
年同期比４.７％減）となりました。

発芽玄米事業は、新製法により味・香り・
食感を大幅に改善した発芽玄米の販売
を通信販売・店舗販売において平成１６
年６月より、OEM供給については９月
上旬から開始しましたが、猛暑の影響
もあって売上高は前年同期を下回り、
２,６２６百万円（前年同期比８.８％減）とな
りました。
青汁事業は、天候不順による原料不足に
より中止していた冷凍タイプの販売を
５月に再開し、７月にツイントース配合の
粉末タイプを発売したことなどにより、

冷凍・粉末タイプとも堅調に推移し、売上
高は前年同期を上回り、１,６５１百万円
（前年同期比２.０％増）となりました。
いいもの王国通販事業（旧NGC通販事
業）は、大幅な見直しを行ったカタログ
販売が低迷し、他の媒体での売上も不振
で、売上高は３,３５５百万円（前年同期比
１４.３％減）となりました。
その他の事業は、肌着・雑貨の販売が堅
調に推移したことにより、売上高は前年
同期を上回り、１,９１０百万円（前年同期
比１９.３％増）となりました。

Close Up

研究成果を発表
●発芽玄米摂取による高脂血症モデルの脂質代謝異常におよぼす影響に関する研究
●発芽玄米摂取による健康状態に関する研究
●発芽玄米摂取によるアルツハイマ－型痴呆症予防効果に関する研究
●発芽玄米を主食とした食事が、食後血糖値の上昇を抑制することに関する研究
●ケール青汁の飲用習慣と免疫血液検査および肌状態との関係についての研究

カルシウムの豊富なケールとツイントースの理想的な組み合わせ

「青汁粉末」にツイントース配合が新発売
携帯に便利な「青汁粉末」に、「青汁粉末ツイン
トース配合」が加わりました。ファンケルでは、化
学農薬を一切使用せず栽培したケールを、フリー
ズドライ製法で色・味・香り・栄養価をほとんど損な
わずに加工しています。これに、ツイントースを配
合することにより、青汁粉末のミネラル分の吸収率
がアップ、効率よくケールの栄養を補給できます。
ツイントースの自然な甘みが、青汁本来のまろやか
さも引き立て、より飲みやすくなりました。

さらにおいしくなった「発芽米」
昨年１年間にわたり、インターネットで「発芽米」に
関するアンケートを行った結果、「発芽米」がもつ
栄養価は十分ご理解いただいている一方、食味・
食感についてはさらなる向上を望まれていること
が分かりました。そこで、食味・食感の改善を目指
して研究を進めた結果、玄米の発芽から乾燥まで
の製造条件において、温度、水分、時間のコント
ロールが重要であることを発見し、コンピュータ制
御による厳密な工程管理を行う独自の新製法を確
立。栄養や機能性はそのままに、さらにおいしい
発芽米に改良することに成功いたしました。
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トピックス

新業態店舗「ファンケルハウスJ」が登場

ファンケルハウスにジューススタンドを
プラスした新しいショップが誕生しま
した。化粧品・サプリメント・発芽玄
米・青汁の製品を取り揃え、性別・年
齢を問わず誰もが入りやすいショップ
です。ジューススタンド
では、お好みのサプリメ
ントを無料でトッピング
できます。

サプリメントと医薬品の飲み合わせを検索する情報システムを開発

サプリメントと医薬品の飲み合わせについての問い合わ
せが急増するなか、当社では、医学博士・薬剤師・管理
栄養士・臨床検査技師からなる「学術本部」を組織し、
「サプリメントと医薬品の飲み合わせを検索する情報シス
テム【SDI検索システム】」を構築しました。サプリメントと、
医療用医薬品、一般薬の飲み合わせ情報が製品名から
迅速に検索できます。平成１６年４月より、このシステム
を活用した電話相談サービスの受付を開始しています。

医療従事者にサプリメントを安心して活用していただくために、
「医療従事者のための［完全版］機能性食品（サプリメント）ガイ
ド」を京都府立医科大学吉川敏一教授・当社中央研究所所長
辻智子により編纂し、販売を開始しました。科学的根拠に基づ
いた機能性・安全性・医薬品との相互作用情報などを紹介して
おり、食品成分やサプリメントについて医師に説明を求める患者
さんが増えるなか、安全性について説明や指導に役立てて
いただくための実用書です。当社は医療とサプリメントの融合、
さらなる健康への貢献に向けた取り組みを積極的に行ってまい
ります。

新CMスタート「無添加なひと」

当社のテレビコマーシャル「無添加なひと」シリーズ
の放映が８月より開始されました。つぐみさん、伊
藤歩さんといった実力派女優をキャラクターに起
用。つぐみさんが演じるまっすぐな性格の「無添加
なひと」と伊藤歩さんが演じる友人役とのやりとりを
通して、ファンケルブランドと企業姿勢を知っていた
だくことを目指し、今後もシリーズが続きます。

「ファンケル シニア クラシック」を開催

当社は「シニアの元気なくして景気回復なし」のスローガンのもと、
高齢社会における社会貢献の一環として「ファンケルシニアクラ
シック」を開催しております。第４回となる今大会は、平成１６年８月
２０日～２２日の３日間、静岡県の「裾野カンツリー倶楽部」を舞台に
行われました。優勝賞金１,５００万円、賞金総額６,０００万円というシニ
アツアーにおいては最大規模の賞金を誇るトーナメントで、本大会の
模様は、TXN系列全６局にて全国にテレビ中継されました。

ギャラリーの方には、青汁などの飲料
や、骨量チェックコーナーなどが大人
気。ご家族連れや毎年足を運んでくだ
さるゴルフファンなど、多くの方に楽し
んでいただけた活気あふれる大会と
なりました。

医療従事者向け機能性食品ガイドブックを発行

第4回大会優勝
横島由一プロ



1110

業績（連結ベース）

中間連結貸借対照表

科目 前中間期 当中間期 前期
平成15年9月30日現在 平成16年9月30日現在 平成16年3月31日現在

（資産の部）

流動資産 39,632 38,449 39,236

現金及び預金 17,473 14,765 15,828

受取手形及び売掛金 7,650 8,262 7,814

有価証券 7,732 7,733 7,732

たな卸資産 4,872 5,990 5,472

その他の流動資産 1,904 1,698 2,388

固定資産 39,721 38,347 39,242

有形固定資産 26,982 26,342 26,767

建物及び構築物 10,920 12,454 12,701

その他の有形固定資産 16,061 13,888 14,065

無形固定資産 2,102 1,383 1,636

投資その他の資産 10,636 10,621 10,839

投資有価証券 1,022 1,107 1,083

長期貸付金 1,014 1,007 1,007

保証金 2,407 2,480 2,502

その他の投資その他の資産 6,191 6,026 6,245

資産合計 79,353 76,796 78,479

（負債の部）

流動負債 9,791 8,789 10,022

支払手形及び買掛金 2,721 2,904 3,172

その他の流動負債 7,069 5,885 6,849

固定負債 2,794 2,821 2,843

負債合計 12,586 11,611 12,866

（資本の部）

資本金 10,795 10,795 10,795

資本剰余金 11,706 11,706 11,706

利益剰余金 49,756 50,144 50,528

その他有価証券評価差額金 18 22 54

為替換算調整勘定 △6 △4 △4

自己株式 △5,502 △7,477 △7,466

資本合計 66,766 65,185 65,613

負債・資本合計 79,353 76,796 78,479

（単位：百万円）
中間連結損益計算書

中間連結キャッシュ・フロー計算書

前中間期 当中間期 前期
科目 自平成15年4月 1日 自平成16年4月 1日 自平成15年4月 1日

至平成15年9月30日 至平成16年9月30日 至平成16年3月31日

売上高 41,198 42,245 84,956
売上原価 14,055 14,481 29,260
売上総利益 27,142 27,764 55,696
販売費及び一般管理費 22,252 26,471 47,926
営業利益 4,889 1,292 7,769
営業外収益 470 414 701
営業外費用 196 217 784
経常利益 5,163 1,490 7,686
特別利益 0 57 0
特別損失 1,143 281 1,472
税金等調整前中間（当期）純利益 4,019 1,266 6,213
法人税、住民税及び事業税 2,138 650 3,153
法人税等調整額 △351 466 △326
中間（当期）純利益 2,231 148 3,387

前中間期 当中間期 前期
科目 自平成15年4月 1日 自平成16年4月 1日 自平成15年4月 1日

至平成15年9月30日 至平成16年9月30日 至平成16年3月31日

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,235 285 5,861
投資活動によるキャッシュ・フロー △2,351 △810 △4,118
財務活動によるキャッシュ・フロー △2,035 △542 △4,532
現金及び現金同等物に係る換算差額（差益：△） △12 5 △20
現金及び現金同等物の増減額（減少：△） △1,164 △1,062 △2,808
現金及び現金同等物期首残高 26,370 23,561 26,370
現金及び現金同等物中間期末（期末）残高 25,205 22,498 23,561

（単位：百万円）

（単位：百万円）

前中間期 当中間期 前期
科目 自平成15年4月 1日 自平成16年4月 1日 自平成15年4月 1日

至平成15年9月30日 至平成16年9月30日 至平成16年3月31日

（資本剰余金の部）
資本剰余金期首残高 11,706 11,706 11,706
資本剰余金中間期末（期末）残高 11,706 11,706 11,706
（利益剰余金の部）
利益剰余金期首残高 48,027 50,528 48,027
利益剰余金増加高 2,231 148 3,387
利益剰余金減少高 502 533 886
利益剰余金中間期末（期末）残高 49,756 50,144 50,528

中間連結剰余金計算書
（単位：百万円）
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会社情報（平成16年9月30日現在） 株式情報（平成16年9月30日現在）

個人・その他
59.16%金融機関

16.53%

外国法人等
12.95%

自己名義
9.02%2%

その他国内法人
1.97%

証券会社証券
.37%0.3

証券コード ..................................................... 4921（東証1部）

会社が発行する株式の総数 ............................ 77,946,000株

発行済株式の総数 .......................................... 23,392,200株

株主数 ............................................................ 20,619名

株式の状況

所有者別株式数の状況

会 社 名 株式会社ファンケル

英 文 名 FANCL CORPORATION

本店所在地 横浜市栄区飯島町109-1

本社事務所 横浜市中区山下町89-1

電 話 番 号 045-226-I200（代表）

設　　　　立 昭和56年8月

資 本 金 10,795百万円

従 業 員 数 647名　※パート・嘱託は除く

主な取引銀行 UFJ銀行
東京三菱銀行
みずほコーポレート銀行
横浜銀行

会社名 住所 資本金 設立 議決権の 事業内容
所有割合

（株）アテニア 横浜市栄区 150百万円 平成元年 2月 100％ 化粧品・栄養補助食品の販売

ニコスター（株） 横浜市栄区 10百万円 昭和59年 9 月 100％ 化粧品の製造

（株）いいもの王国 東京都渋谷区 160百万円 昭和37年12月 100％ 健康器具・家庭用雑貨等
の販売

（株）ファンケル発芽玄米 長野県東御市 95百万円 平成11年 8月 84.6％ 発芽玄米の製造

FANCL ASIA (PTE) LTD シンガポール 12,777千S＄ 平成12年 3月 100％ 海外販売統括

（株）ファンケル美健 横浜市栄区 75百万円 平成14年10月 100％ 化粧品・栄養補助食品の製造

＊会長 池森賢二
○社長執行役員 藤原謙次
専務執行役員 余頃康之
＊常務執行役員 成松義文
＊常務執行役員 宮島和美
＊常務執行役員 中島純也
常務執行役員 針谷吉典
＊執行役員 山本　尚
＊執行役員 石渡健一
＊執行役員 須釜憲一
執行役員 圓山勝美
執行役員 芝　正二
執行役員 辻　智子
執行役員 池森行夫
執行役員 村上晴紀
執行役員 龍地敏典
執行役員 片瀬信郎
執行役員 矢島　明
執行役員 平野　豊
＊取締役 早川 �春
常勤監査役 山田鯛二
常勤監査役 池田文子
監査役 小関勝紀
監査役 米田康弘

（注）1. 取締役の早川�春氏は、商法第188条第2項第7号ノ2に
定める社外取締役であります。

2. 監査役の山田鯛二、池田文子、小関勝紀および米田康弘の4
氏は、「株式会社の監査等に関する商法の特例に関する法律」
第18条第1項に定める社外監査役であります。

会社概要 役員（平成16年11月11日現在） ○印 代表取締役
＊印 取締役

連結子会社一覧

決算期日 3月31日

定時株主総会 6月中

基準日 3月31日

1単元の株式数 100株

名義書換代理人 東京都千代田区丸の内一丁目4番3号
ＵＦＪ信託銀行株式会社

同事務取扱場所 東京都江東区東砂七丁目10番11号
ＵＦＪ信託銀行株式会社
証券代行部

☎ （通話料無料）0I20-232-7I I
同取次所 ＵＦＪ信託銀行株式会社 全国各支店

公告の方法 日本経済新聞に掲載
※当社の決算公告は、第24期から貸借対照
表および損益計算書を当社ホームページ
（http://www.fancl.co.jp/）に掲載して
おります。

＊当社株式に関する事務手続き用
紙（お届出の住所・姓名・印鑑等
の変更届、配当金振込指定書、
名義書換請求書等）のご請求に
つきましては、左記名義書換代理
人にてお電話ならびにインター
ネットにより24時間承っており
ますので、ご利用ください。

☎ （通話料無料）
0I20-244-479（本店証券代行部）
0I20-684-479（大阪支店証券代行部）

インターネットアドレス
http://www.ufjtrustbank.co.jp

単元未満株式（当社の場合は100株未満の株式）をご所有の株主さまが、当社に対し、その単元未満
株式とあわせて1単元となるべき単元未満株式の売り渡しを請求できることとなりました。なお、単元
未満株式の買取請求につきましても、従来どおりお取扱いいたします。詳細は、当社名義書換代理人
（UFJ信託銀行）へお問い合わせください。

お知らせ

株主メモ



［本　　　店］〒247-8577 横浜市栄区飯島町109-1
［本社事務所］〒231-8528 横浜市中区山下町89-1

TEL: 045（226）I200（代表）
当社に関する情報についてはホームページでもご覧いただけます。

http://www.fancl.co.jp/

環境に配慮して再生紙を使用しています。


